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１．委員の指摘及び提言概要 

SDGsについて多様な取組をされ、国際的にもインプットされているところは評価される。SCPの

目標達成には、消費者行動の変容が重要であるので、ガバナンスの観点からさらに研究を深めて行

かれることを期待する。SDGsから見たSCPに関するガバナンスの一つの分野として、国際認証の必

要性が報告されており、本分野については、今後の取り組みがさらに重要となることが指摘されて

おり、評価できる。しかし、SCPの推進にフォーカスすると言うよりは、SDGs全体の定着を目指す

位置づけである。やはりSCPにもっと強くフォーカスした成果が欲しかった。 

 

２．採点結果 

評価ランク：Ａ 

 

 


